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豊かな自然と歴史のこころがつくる活力のあるまち

20
歳
に
な
り
ま
し
た



３　広報そえだ（平成 30年２月号） 広報そえだ（平成 30年２月号）　２

久
々
の
旧
友
や
恩
師
と
の
再
会
に
、

笑
顔
と
歓
声
が
あ
ふ
れ
た
成
人

式
会
場
。
ス
ー
ツ
や
色
と
り
ど
り
の
振

り
袖
に
身
を
包
み
、
99
人
が
晴
れ
の
日

を
迎
え
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
は
じ
め
に
寺
西
明
男
町

長
が
「
子
ど
も
か
ら
大
人
に
な
っ
た
自

覚
を
持
っ
て
ほ
し
い
。
成
人
の
日
に
込

め
ら
れ
た
先
人
の
思
い
を
胸
に
、
今
日

こ
の
日
か
ら
、
成
人
と
し
て
心
身
と
も

に
成
長
し
た
凛り

り々
し
い
姿
を
見
せ
て
く

だ
さ
い
」
と
期
待
を
込
め
て
激
励
。
中

学
時
代
の
恩
師
の
、
金
高
美
幸
先
生
は

「
い
つ
も
心
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
全
開
に
し

て
い
れ
ば
、
良
い
風
と
良
い
言
葉
が
入

1新成人代表で謝辞を述べた藤瀬
さん　2温かい祝福を受け笑顔を
みせる新成人　3～7会場の外で、
久しぶりに再会した友人たちと記
念撮影　8中学時代の恩師金高先
生　9スライドショーの様子　

1

2

3

4

6

7

8

１月 7日、オークホールで成人式が行われました。今年の
該当者 99人のうち70人が式典に出席。華やかな衣装に身
を包んだ新成人たちが、大人への一歩を踏み出しました。

新成人99人が
20歳の誓い

◉平成29年度成人式フォトレポート
っ
て
き
ま
す
。
し
っ
か
り
自
分
の
道
を

歩
い
て
く
だ
さ
い
」
と
語
り
か
け
ま
し

た
。
ま
た
、
来
賓
な
ど
多
く
の
人
か
ら

温
か
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
、
新
成
人
た
ち

は
静
か
に
耳
を
傾
け
、
一
言
一
言
を
真

剣
に
受
け
止
め
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

中
学
時
代
の
懐
か
し
い
写
真
を
集
め

た
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
で
は
、
当
時
を
思

い
出
し
て
、
会
場
は
笑
顔
に
包
ま
れ
ま

し
た
。
式
典
の
最
後
は
、
新
成
人
代
表

の
藤
瀬
輝
さ
ん（
旧
三
崎
）が
謝
辞
を
述

べ
「
今
日
の
日
の
感
動
を
生
涯
忘
れ
る

こ
と
な
く
心
に
刻
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大

き
な
夢
に
向
か
っ
て
前
進
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
力
強
く
宣
誓
。

　

式
典
終
了
後
は
、
恩
師
や
友
人
た
ち

と
写
真
を
撮
り
合
っ
た
り
、
話
を
し
た

り
し
て
旧
交
を
温
め
合
い
ま
し
た
。
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【 所得税に関する問い合わせ／田川税務署個人課税部門 ☎ 44-0430 】 【 町県民税に関する問い合わせ／役場住民課税務・滞納対策係 ☎ 82-1234 】

税の申告をお忘れなく

■ 町県民税の申告をしなければならない人　
▶平成30年１月１日現在、添田町に居住している人
▶平成29年中に営業、農業、不動産などの所得がある人
▶給与所得者でも日給などで働き、役場に事業主から
　給与支払報告書が提出されていない人

■ 申告に持ってくるもの　
▶印鑑　▶給与や年金などの源泉徴収票や収入のわか
るもの　▶営業・農業所得等の収支明細書　▶生命保
険料・個人年金保険料・介護医療保険料・国民年金保
険料・地震保険料（旧長期損害保険含む）などの支払証
明書　▶医療費控除のある人は医療費の領収書（医療
費控除の明細書）や保険金などで補てんされる金額の
明細書　▶障害者控除のある人は身体障害者手帳など
　▶マイナンバーカード、通知カードをお持ちの方は
ご持参ください

■ 公的年金受給者や国保加入者は特にご注意を
▷所得税では通常、給与所得以外の所得が20万円以下
　の人や公的年金合計額が400万円以下で、それ以外の
　所得が20万以下である場合は、確定申告をする必要

　９時～16時（土・日は除く）

■ ２月25日日９時～16時は申告を受け付けます

役場での受付期間 >>> 2月16日金～3月15日木
申告会場　  役場１階特１会議室

９時～16時（土・日は除く）

田川税務署
申告会場　  たがわ情報センター（田川市）

　　での受付期間 >>> 2月16日金～3月15日木

　今年も税の申告が始
まります。障害年金や

遺族年金を受給し

ている人、収入がなく
扶養になっている人も

申告が必要な場合

がありますので、期間
中に役場で申告を行っ

てください。

平成29年分

　がありませんが、町県民税では必ず申告が必要です。
▷国民健康保険に加入している世帯の16歳以上の人は、
　所得がない場合でも必ず申告しなければなりません。
　申告をしない場合は、所得証明書の交付や国民健康
　保険税の軽減措置が受けられませんので注意してく
　ださい。

■ 申告は便利な e-Tax をご利用ください
　e-Tax（国税電子申告・納税システム）は、自宅やオフ
ィスなどからインターネットなどを利用して、申告や
申請、届出などができる便利なシステムです。
◉添付書類の提出を省略
　医療費の領収書や源泉徴収票などはその記載内容を
入力して送信することで、提出や提示を省略すること
ができます。（確定申告期限から５年間、書類の提出や
提示を求められることがあります）
◉還付金がスピーディー
　e-Tax で申告された還付申告は書面申告と比べ、
早期に処理をしています。※ e-Taxの利用は事前
登録が必要です。詳しくはe-Tax のホームページ
（http://www.e-tax.nta.go.jp）をご覧ください。

■ 各種税の申告と納付の期限
▶所得税・贈与税＝３月15日木まで
▶個人事業者の消費税と地方消費税＝４月２日月まで

■ 振替納税を利用している人の振替日
▶所得税 ＝ 4月20日金
▶個人事業者の消費税・地方消費税＝ 4月25日水
※新たに振替納税を利用する場合は「預貯金口座振替
　依頼書」の提出が必要です。

■ 簡単便利な振替納税
　確定申告後、納付書をもらっていたけど払い忘れ、
納付期限を過ぎてしまうと利子税（延滞金）が発生する
こともあります。口座振替にしておけば、引き落とし

日の前に、お金を通帳に入れておく
だけ。簡単・確実で払い忘れること
もありません。口座振替をご利用に
なると、納期限にゆとりができます。

■ 廃車手続きはお済ですか
　原動機付き自転車や軽自動車などに対する軽自動車
税は、毎年４月１日現在で車両を所有（登録）している
場合に年税額が課税されます。そのため、４月２日以
降に廃車や名義変更をされても、月割り課税の制度は
なく、その年度分の税金を一括で納めていただくこと
になります。125㏄以下のバイクやトラクターを登録
したままで現在所有していない人は、ナンバープレー
トと印鑑を持って、３月30日金までに役場で廃車の手
続きをしてください。

■ 町税完納にご協力をお願いします
　平成29年度の町県民税や固定資産税、軽自動車税、
国民健康保険税（７期）の納期限が終わりました。納め
忘れの税がないか確認し、町税完納にご協力ください。
　納付書を紛失した場合や、税や申告で不明な点があ
る場合は、いつでも気軽に役場住民課税務・滞納対策
係（☎ 82-1234）まで相談してください。

■セルフメディケーション制度（医療費控除の特例）
　従来の医療費控除の特例として、新たに「セルフメディケーション税制」が施行されます。下記の「適用
要件」にあてはまる人で、平成29年１月１日から12月31日までに、スイッチOTC医薬品を12,000円を超
えて購入した場合、その購入費用のうち、12,000円を超える額（上限88,000円）を所得控除できる制度です。
※ただし、本特例の適用を受ける場合には、従来の医療費控除の適用を受けることができません。

▶▶▶スイッチOTC医薬品とは
　医療用医薬品（主に医師が処方する医薬品）から転用された要指導
医薬品および一般用医薬品（薬局などで販売されている医師の処方を
受けずに購入できる医薬品）です。対象製品には右の図、レシートに
はその説明が記載されています。

●平成30年度から医療費控除が変わります

▶適用要件
　次の検診や予防接種（医師の関与があるものに
限る）を受けていることが必要です。
①特定健康診査（いわゆるメタボ健診）
②予防接種（定期接種またはインフルエンザワク
　チンの予防接種）
③定期健康診断（事業主健診）
④健康診査（人間ドックなど医療保険者が行うもの）
⑤がん検診

▶ 申告に必要な書類
①健康維持や病気予防のための健診
　の結果表や領収書など取り組みの
　証明書類（氏名、健診受診年、健
　診が行われた自治体や医療機関
　名等の記載があるもの）
②セルフメディケーション税制
　の明細書（領収書は 5年間
　保管する必要があります）

日
だ
も
な

の健診
組みの
年、健
機関

制

年金を受給
が必要な場
ださい。

給し
場合す 障害年金や遺族年

平成29年分

年金を受給給し

確定申告が

始まります

忘
れ
ず
に
、

　

早
め
の
申
告
を

※後期高齢者の人で、特定健康検査を元に制度を利用される人は、後期高齢者医療広域連合へ受診証明書を郵
　送請求していただく必要があります（問 役場住民課保険年金係（☎82-5966））



町 では、高齢者や身体に障がいのある皆さんが、住み
慣れた地域でいつまでも健康で安心した生活を送れ

るように、さまざまな支援サービスを行っています。ぜひ、
ご利用ください。

●高齢者等生活支援サービスのお知らせ

テレビ電話事業

◉テレビ電話で安否確認

　テレビ電話を自宅に設置し、インターネット
回線を使って定期的に見守りコールを行います。
【対象者】
• 65歳以上の高齢者のみの世帯
•重度身体障がい者のみの世帯（身体障害者手
　帳１、２級）
•家族が同居しているが、仕事などで不在がち
　で65歳以上の人が長時間単身となる世帯
•その他特に必要と認められた人
【利用料】
　機器の貸し出しや操作支援、安否確認などは

無料です。ただし、イン
ターネットの契約が必要
となります。

◉交通の不便な地域に

　交通が不便な地域を中心に、自力で買い物に
行けない人や買い物に困っている人を支援しま
す。自宅から商店までの送迎サービスと注文し
た商品を自宅に届ける宅配サービスの 2種類が
あります。
【対象者】
• 75歳以上の高齢者のみの世帯
•重度身体障がい者のみの世帯（身体障害者手
　帳１、２級）
•その他特に必要と
　認められた世帯
【利用料】
　無料

◉配達時に安否確認を行います

　高齢者が自宅で自立した生活を送ることがで
きるようにバランスのとれた夕食を週５日（土・
日のぞく）、配達。また、配達時には安否確認を
行います。
【対象者】
• 65歳以上の高齢者のみの世帯
•身体障がい者のみの世帯（身体障
　害者手帳を持っている人）
•その他特に必要と認められた世帯
【利用料】
　１食　400円、おかずのみ　250円

◉紙おむつを支給します

　寝たきりや認知症などで紙おむつが必要な自
宅で生活する人を介護する家族の経済的負担を
減らすため、紙おむつを支給します。
【対象者】
•在宅の65歳以上の高齢者で介護保険法の規定
　による要支援または要介護認定を受けた人
•在宅の65歳未満の人で
　若年性認知症に該当す
　る人
•その他特に必要と認め
　られた人
【支給限度額】
•対象者が住民税非課税で世帯の中に住民税課
　税者がいる場合　月 3,000円分／人
•世帯全員が住民税非課税の場合　月 6,000円
　分／人

配食サービス

介護用品給付サービス

買い物支援事業

問 添田町地域包括支援センター（☎41-3888）

住み慣れた地域で安心の生活を

と

添田町の子どもたちのため、
充実した教育環境を目指した
学校統合基本計画（案）を提案

添
田
町
で
は
、
全
国
的
に

進
行
す
る
人
口
減
少
や

少
子
高
齢
化
に
歯
止
め
を
か
け

る
た
め
、
様
々
な
施
策
を
行
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

人
口
の
自
然
減
（
出
生
よ
り
死

亡
が
多
い
）や
社
会
減（
転
入
よ

り
転
出

が
多
い
）

を
反
転

す
る
ま

で
の
成

果
は
出

て
い
ま

せ
ん
。

　

ま
た
、

町
内
の

児
童
生

徒
の
減

少
傾
向

も
続
い

て
お
り
、
平
成
10
年
度
に
は
小

学
校
735
名
、
中
学
校
518
名
の
計

１
２
５
３
名
い
ま
し
た
が
、
平

成
29
年
度
に
は
小
学
校
459
名
、

中
学
校
212
名
の
計
671
名
と
ほ
ぼ

半
数
の
人
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
平

成
18
年
６
月
の
「
添
田
小
中
学

校
・
保
育
園
再
編
検
討
委
員
会
」

集
団
の
学
習
や
生
活
が
困
難

の
答
申
と
、
平
成
24
年
の
「
添

田
町
小
学
校
規
模
適
正
化
基
本

計
画
検
討
委
員
会
」、平
成
25
年

の
「
校
舎
建
設
検
討
委
員
会
」

の
提
言
を
踏
ま
え
、
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
、
充
実
し
た
教
育

環
境
を
整
え
て
行
く
た
め
に
は

ど
の
よ
う
な
対
策
が
必
要
か
検

討
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
、
中

学
校
は
１
校
で
す
が
、
小
学
校

は
５
校
あ
り
、
そ
の
５
校
の
内
、

添
田
小
学
校
を
除
く
４
校
に
つ

い
て
は
、
複

※

式
学
級
と
な
る
学

校
規
模
で
す
。

　

本
来
、
学
校
教
育
に
お
け
る

義
務
教
育
段
階
で
は
、
児
童
生

徒
の
能
力
を
伸
ば
し
つ
つ
、
社

会
的
自
立
の
基
礎
、
国
家
・
社

会
の
形
成
者
と
し
て
の
基
本
的

資
質
を
養
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
単
に
教
科
等
の
知

識
や
技
能
を
習
得
さ
せ
る
だ
け

各
委
員
会
で
検
討

住
民
の
皆
さ
ん
と
共
に

新
し
い
学
校
づ
く
り

▼
建
設
場
所
は
そ
え
だ
サ
ン
・

　

ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
に
す
る
。

▼
開
校
は
平
成
34
年
４
月
１
日

　

を
目
指
す
。（
予
定
）

　

こ
の
統
合
基
本
計
画（
案
）に

つ
い
て
、
昨
年
の
11
月
下
旬
か

ら
12
月
中
旬
に
か
け
て
、
各
小

学
校
区
で
住
民
説
明
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
説
明

会
で
は
、
地
域
や
保
護
者
の
皆

さ
ん
か
ら
様
々
な
意
見
や
要
望

を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
内
容
に

つ
い
て
は
、
今
後
、
整
理
し
て

皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

町
は
「
夢
や
希
望
を
持
て
る

そ
え
だ
の
子
ど
も
」
を
育
て
る

た
め
の
教
育
環
境
の
整
備
を
行

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
学
校
が

地
域
と
共
に
築
い
て
き
た
歴
史

と
想
い
を
考
慮
し
、
住
民
の
皆

さ
ん
と
協
議
を
重
ね
な
が
ら
、

進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

で
な
く
、
児
童
生

徒
が
集
団
の
中
で

多
様
な
考
え
に
触

れ
、
認
め
合
い
、

協
力
し
合
い
、
切

磋
琢
磨
す
る
こ
と

を
通
じ
て
、
思
考

力
や
表
現
力
、
判

断
力
、
問
題
解
決

能
力
な
ど
を
育
み
、

社
会
性
や
規
範
意
識
を
身
に
付

け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

現
在
の
少
人
数
学
校
で
は
、

様
々
な
学
習
方
法
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
の

集
団
で
の
学
習
や
生
活
が
難
し

い
状
況
で
す
。
ま
た
、
学
校
施

設
も
、
築
40
年
を
過
ぎ
、
設
備

の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
校
舎

も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
現
状
を
踏
ま
え
、

添
田
町
と
し
て
、
次
の
統
合
基

本
計
画（
案
）を
提
案
し
ま
し
た
。

▼
小
学
校
５
校
を
１
校
に
統
合

　

し
、
新
た
な
小
学
校
を
新
設
、

　

中
学
校
も
同
一
敷
地
内
に
建

　

設
す
る
こ
と
で
、
小
中
学
校

　

が
連
携
し
た
教
育
環
境
を
整

　

備
す
る
。

添田町の人口と児童数の推移

Ｈ10 　Ｈ15　 Ｈ20　H25　H29

14,000
13,000
12,000
11,000
10,000

添
田
町
の
人
口（
人
）

735人
633人

459人

800
700
600
500
400

573人

全
校
の
児
童
数（
人
）

484人

13,803人
12,927人

11,924人
11,002人

10,280人

※複式学級・・・２つの学年が１つの学級を構成する

問 教育委員会学校教育課（☎82-5963）

◉学校統合基本計画（案）の方針
　子どもたちにとって、充実した
教育環境にすることを第一に考え、
次のとおり方針を策定しました。

▶小学校
　５校を１校に統合し、新しい小
　学校を建設
▶中学校
　新小学校と同一敷地内に建設
▶場所
　そえだサン・スポーツランド
▶開校時期（予定）
　平成34年４月１日を目指す

７　広報そえだ（平成 30年２月号） 広報そえだ（平成 30年２月号）　６

↑昨年11月～12月に行われた住民説明会
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My Town Topics　問 役場総務課（☎ 82-1231）

まちの話題
My Town Topics

身近なまちの話題について情報をお寄せください。
広報紙に掲載された写真は差し上げますので、お気軽に問い合わせください。

　津野小学校１

年生の﨑山瑠
るな

那

ちゃんと璃
りな

那ち

ゃんの双子の姉

妹が、ＮＨＫ福

岡発地域ドラマ

「You May Dream」

に出演します。

このドラマは、

久留米市出身の

鮎川誠さんと北九州市出身のシーナさんらによるロック

バンド「シーナ＆ロケッツ」の物語。３月２日（金）19時30

分、ＮＨＫ総合テレビで放送予定です。ぜひご覧ください。

　町内の各小学

校で小学校４年

生による２分の

１成人式が行わ

れました。１月

20日、落合小学

校では、児童５

人が「いつも家

族のためにあり

がとう。ママみ

たいな看護師になりたい」などと感謝と将来の夢が書か

れた手紙をお母さんに手渡すと、受け取った母親は「生

まれてきてくれて、ありがとう」と涙を流していました。

ＮＨＫ福岡発地域ドラマ「You May Dream」

主人公の双子の子ども役でＮＨＫ出演
各小学校で２分の１成人式

家族へ、10年間の感謝と将来の誓い

　ＮＰＯ法人ア

ートもん（﨑山

香王里代表理事）

と学校教育課が

ふくおか共生社

会づくり表彰を

受賞しました。

アートもんは、

町内全小学校に

ダンスや演劇な

どプロの芸術家を派遣し、児童が芸術文化に直接触れら

れる機会を創出する「プロに学ぼう！学校 de 芸術体験」

での学校教育課との協働の取り組みが表彰されました。

ふくおか共助社会づくり表彰

児童が芸術文化に触れられる授業

↑「星空フェスタ」なども行うアートもんの﨑山さん

↑ドラマの衣装姿の﨑山瑠那ちゃん㊧璃那ちゃん㊨

　添田町スポー

ツ推進委員の高

山和也さん（上中

元寺）が県知事の

感謝状表彰を受

けました。高山

さんは長年社会

体育の振興に尽

力され、幅広い

世代の皆さんが

気軽にスポーツに親しむ機会を提供する、総合型地域ス

ポーツクラブでのバドミントンの指導など、地域スポーツ

の振興に貢献したことが認められての授与となりました。

スポーツ推進委員感謝状表彰

地域スポーツの振興に大きく貢献

↑「スポーツで町民の健康寿命を延ばしたい」と高山さん

添田町消防団出初式

火災・災害ゼロへ意気込み新たに ↓消防団員らが号令に合わせ、機敏な動作で服装点検や分列行進を披露した出初式

　新年を迎え、１年間の防災への決意を誓う添田町消

防団（田中久美男団長）による出初式が、１月４日、そ

えだドームで行われました。式では、凍てつくような

寒さの中、消防団員や少年防火クラブ、婦人防火クラ

ブの皆さんも参加して、息の合った分列行進を披露し

たり、長年消防活動に奉仕した団員・家族への表彰や

退団・入団などの辞令交

付などが行われたりしま

した。また、今年は添田

町初の、４人の女性消防

団員が本部分団に入団し、

火災・災害ゼロへの決意

を示していました。
↑火の取り扱いには十分注意をしましょう

↑家族への感謝と将来の夢を書いた手紙を渡す児童

↑瞳さんからのメッセージを届ける猿渡さん

添田中学校立志式

20歳の自分へ届けたいメッセージ↓2年生57人分の「二十歳の自分」へのメッセージを寺西町長に預ける八野葵さん

　自分の夢や将来の希望に向かい努力を決意し、表明

する立志式が１月12日、オークホールで行われました。

２年生57人が「二十歳のキミへ」をテーマに自分あてに

手紙を書き、代表して６人の生徒が発表。保育士が夢

の植田七海さんは「そのために何を大切にすべきか考
えたい」と語りかけました。この手紙は、寺西町長に託

され、６年後の成人式で

本人に手渡されます。ま

た、余命半年を宣告され

ても前向きに生き、中学

２年生で亡くなった猿渡

瞳さんの母、直美さんに

よる講演が行われました。

「頑張るキミに花束を！」に感謝状贈呈

町の魅力発信に感謝の意を込めて↓「これからも頑張る皆さんを応援してください」と斉藤さんに感謝状を贈る寺西町長

　昨年の12月20日、ＦＢＳ福岡放送のテレビ番組「頑

張るキミに花束を！」に感謝状を贈呈しました。番組で

は、津野の奥山地区で姉妹の婿取りに頑張る農業一家

を応援する「金子さん家」を放送。地域の四季折々の

自然や人情、神幸祭や津野神楽といった地域に伝わる

伝統行事などが放送され、番組を通して、町の魅力を

多くの皆さんに発信してもらっています。この日は、

番組の司会を務めるタレントのパラシュート部隊・斉

藤優さんとパンチ佐藤さん、伊藤舞アナ

ウンサーに寺西町長が感謝状を手渡しま

した。この模様は、インターネットで公

開され YouTube などで見ることができま

す。【https://youtu.be/kyO5UGnS5-0】

（

ユーチューブ　頑張るキミに花束を　スタジオオフトーク

　１月14日、野

田地区で１年間

の無病息災や五
ご

穀
こくほうじょう

豊穣を祈願す

る鬼火焚
た

きが行

われました。彦

山川沿いに作ら

れた約10メート

ルの竹のやぐら

の中に、地区の

皆さんが持ち寄ったしめ飾りや門松などを入れ、寺西町

長と子どもたちが点火。皆さんは、家族の健康や今年の

豊作を願いながら、燃え上がる炎を見守っていました。

野田地区で鬼火焚き

健康や豊作を祈願する新年の風物詩

↑竹のやぐらに勢いよく火をつける子どもたち

　空手道場・田

川修武会が１月

６日、歓遊舎ひ

こさん前の彦山

川で、新年恒例

の寒稽古を行い、

子どもから大人

まで約30人が参

加しました。道

場から約３キロ

のランニングの後、男子は上半身裸、女子はＴシャツ姿

で、冷たい水の流れる川に入り、号令にあわせた気合の

突きと「オス！」の掛け声で、心と身体を鍛えていました。

田川修武会が寒稽古

気合の突きと掛け声で心身を鍛える

↑お腹の底から声を出して寒さを吹き飛ばしました
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２月生まれ
HAPPY
BIRTHDAY

隼ちゃん。初めての誕生日おめ
でとう！いつまでも、その笑顔
忘れないでね。

平名  隼
しゅんじ

治ちゃん 
２月 14日生 ❶・上津野

木村  空
くうが

雅ちゃん 
２月 12日生 ❷・豊川

２歳のお誕生日おめでとう♡ダン
スが大好きで踊る姿が可愛くてた
まりません♡これからも元気なく
うがでいてね！！パパ・ママより

文
芸
歳
時
記

初
春
の
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
華
や
か
に

　
　
　
　

踊
ら
に
や
損
と
手
を
取
り
踊
る　

木
村　

寛
子

男
の
孫
の
受
継
ぐ
晴
着
の
凛
々
し
さ
に

　
　
　
　

七
五
三
詣
の
晴
れ
や
か
に
過
ぐ　

福
富　

廣
枝

人
々
の
思
ひ
背
負
ひ
て
ラ
ン
ナ
ー
は

　
　
　
　
　
　

吹
雪
く
京
都
に
襷

た
す
き

を
繋
ぐ　

荒
巻
ミ
サ
子

【
俳
句　

投
稿
】

空
晴
れ
て
鹿
の
声
聞
く
初
日
の
出　
　
　
　

寺
本　

紀
子

耳
朶
に
迫
る
羽
風
や
秋
の
声
な
ら
む　
　
　

島
津
余
史
衣

冬
満
月
ス
ー
パ
ー
ム
ー
ン
と
誘
わ
る　
　
　

柴
田　

一
世

次
の
バ
ス
来
る
は
け
い
な
し
月
見
草　
　
　

斎
藤
智
寿
子

裸
木
と
な
り
て
風
格
大
け
や
き　
　
　
　
　

天
野
ユ
ミ
海

境
内
に
山
と
積
ま
る
る
冬
菜
か
な　
　
　
　

立
花　

克
明

【
短
歌　

投
稿
】

ス
ト
も
あ
り
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
も
有
り
し
地
も

　
　
　
　

今
は
炭や

ま坑
無
き
過
疎
は
深
ま
る　

濵
田
イ
サ
オ

あ
の
世
で
は
使
え
ぬ
銭ぜ

に

と
知
り
乍
ら

　
　
　
　
　
　

節
約
続
け
残
す
よ
ろ
こ
び　

中
富　

泰
州

山
里
は
風
の
音
の
み
時
折
り
に

　
　
　
　
　
　

陽
光
あ
ふ
れ
雪
煙
な
び
く　

独
活
山
強
実

娘
子夫

婦
在
り
て
正佳

き
日月

を
共
に
寛

く
つ
ろ

げ
し

　
　

こ
と
の
嬉
し
さ
い
と
有
り
が
た
き
哉　

村
岡　

清
香

【
俳
句　

添
田
福
寿
句
会
】

霜
冷
へ
や
落
葉
を
さ
そ
ふ
風
の
道　
　
　
　

安
藤
は
じ
め

換
気
扇
甥
の
手
借
り
し
年
用
意　
　
　
　
　

熊
谷
ト
シ
エ

凛
と
咲
く
梅
に
忍
土
の
力
あ
り　
　
　
　
　

鶴
原　

幸
江

【
俳
句  

天
籟
通
信
添
田
句
会　

大
池
青
湖
選
】

染
ま
ら
な
い
生
き
方
も
あ
り
冬
木
立　
　
　

諌
山　

静
香

冬
の
浪
針め

ど孔
を
通
っ
て
膨
ら
め
り　
　
　
　

池　
　

三
太

見
馴
れ
た
る
ふ
る
さ
と
の
山
冬
景
色　
　
　

安
永　

藻
香

Ｌ
よ
り
も
Ｓ
の
み
か
ん
の
甘
さ
か
な　
　
　

石
谷
タ
ツ
子

通
夜
帰
り
あ
な
た
の
好
き
な
寒

か
ん
す
ば
る

昴　
　
　
　

牧
野
八
寿
子

秘
境
に
も
人
の
く
ら
し
や
大
根
干
す　
　
　

松
尾　

春
揚

祖
父
の
地
の
棚
田
守
る
家
冬
か
こ
い　
　
　

森
田　

竹
子

師
走
来
る
葱
一
本
の
明
る
さ
に　
　
　
　
　

大
池
み
ど
り

【
短
歌　

春
扇
短
歌
会　

筑
紫
支
社
】

百
歳
と
ふ
尊
き
命
を
有
難
く

　
　
　

過
ご
し
ま
せ
う
と
思
ふ
今
日
な
り　

大
塚　

成
子

節
分
に
豆
撒
か
ず
な
り
恵
方
巻
き

　
　
　
　
　
　

食
す
習
ひ
に
五
年
を
過
す　

五
十
嵐
田
鶴

車
窓
移
る
景
色
に
思
ふ
吾
が
一
生

　
　
　

脳
裏
過
ぎ
ゆ
く
日
も
や
が
て
来
む　

大
塚　

富
江

音
も
な
く
夜
半
に
降
り
積
む
初
雪
に

　
　
　
　
　
　

窓
の
景
色
の
真
白
に
変
る　

平
井　

朝
子

◉
３
月
号
に
掲
載
す
る
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
を
募
集
し
ま
す

　

２
月
16
日
金
ま
で
に
役
場
総
務
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
１
人
一
句
ま
で
。俳
句
・
短
歌
・
川
柳
の
区
分
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

問 

役
場
総
務
課
広
報
・
秘
書
係
（
☎
82
―
１
２
３
１
）

①お子さんの写真　②お子さんの氏名　③名前の読み方　④誕
生日　⑤年齢　⑥行政区　⑦メッセージ（50 文字以内）　 ⑧保
護者の連絡先を送信してください。

　　　koudojyouhou@town.soeda.fukuoka.jp
３月生まれは２月16日金までにメールで投稿または写真を持
参してください。

◎３歳までのお子さん募集中

送信先

問 役場総務課広報・秘書係（☎ 82-1231）

問 役場まちづくり課文化財係（☎ 82-5964）歴まちコラム　～歴史と文化のふる里探訪～

（
１
６
８
６
）年
７
月
に
英
彦
山
で
出

さ
れ
た
法
令
で
す
。
こ
の
法
令
に
は
、

各
坊
は
毎
月
14
日
と
月
末
日
の
２
日

は
必
ず
掃
除
す
る
こ
と
や
山
内
の
木

材
を
む
や
み
に
伐
採
し
な
い
こ
と
な

ど
、
20
か
条
の
守
る
べ
き
こ
と
が
書

か
れ
て
お
り
、
そ
の
一
つ
に
「
火
用

心
之
事
」（「
火
の
用
心
」）
が
挙
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。

英
彦
山
で
の
火
事
は
江
戸
時
代

を
通
じ
て
、
29
件
の
記
録
が

確
認
で
き
て
お
り
、
焼
失
軒
数
や
焼

失
原
因
な
ど
が
具
体
的
に
書
か
れ
て

い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

享
き
ょ
う
ほ
う保

３（
１
７
１
８
）年
３
月
の
火

事
で
は
215
軒
が
、
文ぶ

ん
せ
い政

６
（
１
８
２

３
）
年
２
月
の
火
事
で
は
約
200
軒
余

り
が
焼
失
し
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
天て

ん
ぽ
う保

２
（
１
８
３
１
）
年

の
火
事
記
録
で
は
「
酒
造
家
酒
蔵
等

焼
失
ス
」
と
あ
り
、
英
彦
山
に
も
酒

造
屋
や
酒
蔵
な
ど
が
あ
っ
た
こ
と
が

知
り
得
ま
す
。

　

そ
の
他
、
天て

ん
め
い明

３（
１
７
８
３
）年

８
月
と
９
月
の
火
事
記
録
を
見
て
み

ま
す
と
「
付つ

け
び火

」
と
あ
り
、
火
事
の

原
因
が
放
火
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で

き
ま
す
。

放
火
に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年

の
火
災
状
況
の
出
火
原
因
の

第
１
位
に
も
な
っ
て
お
り
、
現
在
ま

で
に
続
く
問
題
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

消
防
庁
の
発
表
で
は
、
１
月
か
ら
３

月
ま
で
が
最
も
火
事
が
多
い
時
期
と

な
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
火
の
取

り
扱
い
に
は
十
分
気
を
付
け
て
く
だ

さ
い
。
文
／
西
山
紘
二
学
芸
員
（
ま

ち
づ
く
り
課
文
化
財
係
）

今
回
の
歴
ま
ち
コ
ラ
ム
は
、
江
戸
時
代
の
英
彦
山
で
の

火
災
の
記
録
を
紹
介
し
ま
す
。
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災

が
起
こ
り
や
す
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
火

の
元
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

｠

火
の
用
心　

こ
と
ば
を
形
に

習
慣
に
」。こ
れ
は
平
成
29
年

度
の
全
国
統
一
防
火
標
語
で
す
。「
火

の
用
心
」
と
い
う
言
葉
を
歴
史
的
に

見
ま
す
と
、
最
初
に
使
わ
れ
た
の
は

天て
ん
し
ょ
う

正
３
（
１
５
７
５
）
年
だ
と
言
わ

れ
、
こ
れ
は
本

※
１

多
重し

げ
つ
ぐ次

が
妻
へ
送
っ

た
手
紙
で
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
広
く
一
般
的
に
使
わ
れ
始
め
た

時
期
は
、
江
戸
幕
府
が
慶け

い
あ
ん安

元
（
１

６
４
８
）
年
に
出
し
た
お
触ふ

れ
か
ら

だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
添
田
町
で
最
初
に
「
火

の
用
心
」
の
記
録
が
確
認
で

き
る
の
は
、
明め

い
れ
き暦

３（
１
６
５
７
）年

２
月
の
英
彦
山
に
お
い
て
で
す
。
こ

れ
は
１
月
に
江
戸
で
大
火
事
が
あ
り
、

多
数
の
死
者
が
出
た
こ
と
に
よ
り
ま

す
。
次
に
確
認
で
き
る
の
は
貞

じ
ょ
う
き
ょ
う

享
３

※
１
徳
川
家
康
に
仕
え
た
戦
国
武
将（
１
５
２
９
〜
１
５
９
６
）

【参考資料】
「彦山編年史料　近世編」廣渡正利 編校訂　平成15年
「増補英彦山」田川郷土研究会　昭和53年
東京消防庁HP　消防雑学辞典
総務省消防庁HP
　平成28年（１月～12月）における火災の状況（概数）

【参考資料】

造
り
酒
屋
と
酒
蔵
も
焼
失

江
戸
時
代
の
英
彦
山
の
火
事

写真・添田町消防団

「

　少年野球チームの添田フリーズが、昨年の12月

３日、10日、16日、17日の４日間、福岡市の雁ノ

巣少年専用球場を主会場に行われた第９回スポー

ツデポ・ドカベン香川杯少年野球大会の小学４年

生以下による低学年大会で見事、準優勝に輝きま

した。漫画家の水島新司さんが名誉会長を務める

この大会には、福岡と佐賀、熊本の各県から71チ

ームが参加し、熱戦を繰り広げました。14 のパー

トに分けられた予選ブロックの２試合を勝ち上が

った添田フリーズ。決勝トーナメント１、２回戦

と準決勝も保護者の声援を受けながら勝利し、決

勝進出を果たしました。決勝では惜しくも敗れて

しまいましたが、最後まであきらめず、チーム一

丸となった全員野球で準優勝をつみとりました。

添田フリーズは、毎週火曜日・木曜日の17時から

そえだサン・スポーツランドで練習しています。

興味のある小学生は一度、見学に来てみませんか。

まちかど特派員投稿ま 稿稿稿

添田フリーズが快進撃!!
４年生以下の大会で見事、準優勝

木戸伸二さんからの投稿です

↑全員野球で見事、低学年大会準優勝に輝いた添田フリーズ

　１月22日、しゃくなげ荘で行われた上落合長生会

（佐々木盛弘会長）の新年会で女性会員５人が踊りを

披露しました。昨年７月の豪雨災害で被害を受けた

落合地区を励ますため、

練習を重ねてきた皆さん

が、楽しく、軽快に踊る

と、会場からは盛んな拍

手が送られていました。

豪雨災害に負けない踊りを披露
上落合長生会

↑仮装をして楽しい踊りを披露



　

ト
フ
ォ
ン
な
ど
か
ら
事
前
登
録

問 

福
岡
県
農
山
漁
村
振
興
課

　

 

（
☎
092
―
643
―
3
5
0
3
）

　

女
性
支

援
と
が
ん

検
診
の
推

進
の
た
め
、

平
成
29
年

５
月
に
対
象
者
に
子
宮
頸け

い

が
ん
と
乳

が
ん
検
診
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
発

送
し
て
い
ま
す
。
早
め
の
受
診
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
有
効
期
限　

平
成
30
年
２
月
28
日

▼
対
象
者　

▽
子
宮
頸
が
ん
検
診
＝

　

平
成
８
年
４
月
２
日
〜
平
成
９
年

　

４
月
１
日
生
ま
れ　

▽
乳
が
ん
検

　

診
＝
昭
和
51
年
４
月
２
日
〜
昭
和

　

52
年
４
月
１
日
生
ま
れ

問 

役
場
保
健
福
祉
環
境
課
健
康
対
策

　

 

係
（
☎
88
―
８
１
１
１
）

▼
と
き　

２
月
25
日
日
12
時
〜
16
時

▼
と
こ
ろ　

桂
川
町
住
民
セ
ン
タ
ー

▼
内
容　

身
長
・
体
重
・
血
圧
・
血

　

糖
測
定
、
健
康
相
談
、
教
育
講
演

　

町
で
は
、
地
元
産
の
農
産
物
な
ど

を
利
用
し
た
特
産
品
の
開
発
な
ど
を

応
援
す
る
た
め
、
昨
年
度
大
型
共
同

作
業
所
内
に
加
工
室
を
設
備
し
ま
し

た
。
そ
の
第
二
加
工
室
の
利
用
者
を

公
募
し
ま
す
。

▼
応
募
書
類
提
出
期
限　

２
月
21
日

　

水　

17
時
（
必
着
）

※
応
募
資
格
や
応
募
方
法
な
ど
の
詳

細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
ま

た
は
役
場
地
域
産
業
推
進
課
農
業
振

興
係
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

役
場
地
域
産
業
推
進
課
農
業
振
興

　

 

係
（
☎
82
―
１
２
３
７
）

　

町
立
小
学

校
に
勤
務
す

る
学
校
給
食

調
理
員
を
募

集
し
ま
す
。

意
欲
が
あ
り
、

健
康
な
人
は
、
ぜ
ひ
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
勤
務
日　

月
に
５
〜
10
日
程
度（
学

　

校
か
ら
要
請
の
あ
る
日
）

▼
勤
務
時
間　

９
時
〜
16
時
30
分

13　広報そえだ（平成 30年２月号） 広報そえだ（平成 30年２月号）　12

▼
賃
金　

日
額
６
０
０
０
円

▼
募
集
人
数　

１
〜
２
人
程
度

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
教
育
管

　

 

理
係
（
☎
82
―
５
９
６
3
）

▼
業
務
内
容　

　

添
田
町
埋
蔵

　

文
化
財
セ
ン

　

タ
ー
（
美
術

　

館
含
む
）
の

　

管
理
、
国
史

　

跡
英
彦
山
の

　

指
定
範
囲
拡
大
に
向
け
た
補
助
業

　

務
、
遺
跡
出
土
遺
物
の
整
理
な
ど

▼
応
募
資
格　

平
成
30
年
４
月
２
日

　

時
点
で
、
添
田
町
に
住
所
を
有
す

　

る
満
18
〜
64
歳
の
人
、
パ
ソ
コ
ン

　

操
作
（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
な
ど
）

　

が
で
き
る
人
、
普
通
自
動
車
免
許

　

を
有
す
る
人

▼
募
集
人
数　

１
人

▼
勤
務
時
間　

９
時
〜
17
時
15
分

　
（
土
日
月
祝
日
は
休
み
）

▼
賃
金　

日
額
６
0
0
0
円（
資
格
・

　

経
験
に
応
じ
最
大
月
額
15
万
円
）

▼
任
期　

４
月
３
日
〜
９
月
28
日（
更

　

新
の
場
合
あ
り
）

▼
申
込
期
限　

３
月
９
日
金　

17
時

▼
面
接
予
定
日　

３
月
16
日
金

▼
必
要
書
類　

履
歴
書
、
履
歴
書
記

　

載
の
資
格
証
明
書
類
（
写
し
）

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

役
場
ま
ち
づ
く
り
課
文
化
財
係

　

 
（
☎
82
―
5
9
6
4
）

【
介
護
職
員
】

▼
業
務
内
容　
　

利
用
者
の
介
護
業

　

務
全
般
（
経
験
者
・
介
護
福
祉
士

　

資
格
者
等
優
遇
）

▼
給
与　

月
額
16
万
9
0
0
円
〜

　
（
賞
与
、
処
遇
改
善
加
算
、
夜
勤
手

　

当
な
ど
あ
り
）

【
調
理
員
（
パ
ー
ト
職
員
）】

▼
業
務
内
容　

給
食
業
務
全
般

▼
給
与　

時
給
850
円

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
そ
え
だ

　

 

（
☎
82
―
４
１
１
２
）

　

県
で
は
、
中

ち
ゅ
う
さ
ん
か
ん

山
間
（
棚
田
や
果
樹

園
な
ど
が
あ
る
山
あ
い
の
地
域
）
応

援
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
地
域
の
人
と

と
も
に
活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
活
動
内
容　

中
山
間
地
域
で
の
草

　

刈
り
や
地
域
の
お
祭
り
の
サ
ポ
ー

　

ト
な
ど
（
通
年
実
施
）

▼
応
募
方
法　

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー

くらしに役立つ情報満載

保
健
・
福
祉

試
験
・
募
集

文
化
財
業
務

臨
時
的
任
用
職
員
募
集

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
そ
え
だ

職
員
募
集
（
介
護
・
調
理
員
）

添
田
町
大
型
共
同
作
業
所
内
の

加
工
室
利
用
者
を
公
募
し
ま
す

４月から小学校に入学する、
ひとり親家庭等医療制度

に該当するお子さんは、現在お
使いの子ども医療証からの、切
り替えの手続きが必要です。
【必要な手続き】　対象者となる小学校新１年生
（生活保護世帯を除く）に認定申請書を送付します
ので、忘れずに手続きをしてください。申請受け
付け後、３月末に医療証を送付します。
◉受付期限　３月９日金
◉受付場所　役場保健福祉環境課子育て支援係
◉必要なもの　印鑑、お子さんの保険証、申請書
問 役場保健福祉環境課子育て支援係（☎ 82-1232)

４月から小学生のお子さんは
「ひとり親家庭等医療証」の手続きを

忘れず申請をお願いします

、、

中
山
間
地
域
を
支
え
る

中
山
間
応
援
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

女
性
特
有
が
ん
無
料
ク
ー
ポ
ン

有
効
期
限
は
２
月
28
日
水
ま
で

糖
尿
病
お
よ
び
合
併
症
予
防
の

た
め
の
講
演
会

　
「
糖
尿
病
の
合
併
症
を
知
っ
て
、予

　

防
し
て
エ
ン
ジ
ョ
イ
ラ
イ
フ
」
／

　

萩
原
中
央
病
院
副
院
長　

森
田
恵

　

美
子
先
生　

な
ど

問 

桂
川
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

 

（
☎
０
９
４
８
―
65
―
０
０
０
１
）

▼
と
き　

２
月
23
日
金　

10
時
30
分

　

〜
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

ク
ア
ハ
ウ
ス
ハ
ピ
ネ
ス

▼
内
容　

健
診
結
果
や
食
生
活
、
栄

　

養
改
善
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
気

　

軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

問 

役
場
保
健
福
祉
環
境
課
健
康
対
策

　

 

係
（
☎
88
―
８
１
１
１
）

保
健
師
・
管
理
栄
養
士
が

個
別
健
康
相
談
に
応
じ
ま
す

献血にご協力を◉やさしさが
　笑顔をつくる

　　 ♥とき　３月８日木
　　 ♥ところ　添田町役場
　　 ♥対象者　体重が50キロ以上の人で、
　　 　男性 17歳～69歳　女性 18歳～69歳
※65歳以上の人は、60～64歳に献血経験がある人。
問 役場保健福祉環境課健康対策係（☎ 88-8111）

10時～12時30分
13時30分～16時

添田町長選挙と議会議員選挙を

同時に実施します

添田町の未来を考える大切な選挙です

　添田町選挙管理委員会が、昨年12月22日に開催
され、任期満了に伴う添田町長選挙（任期満了日：
平成30年８月21日）と添田町議会議員一般選挙（任
期満了日：平成30年７月21日）を同時に行うこと
に決定しましたので、お知らせします。

◉添田町長選挙及び添田町議会議員一般選挙

　　　　　　７月８日日
　　　　　　 ７月３日火

※投票時間や期日前投票期間などの　　　　　　
詳細は、広報６月号に掲載予定です。

選挙の豆知識
投票できるのは、次の要件を満たした人です。
〇投票日当日に満18歳以上（平成12年７月９日以
前に出生）の人
〇平成30年４月２日以前から添田町に住所を有す
る人（平成30年４月２日までに転入の届出をした人
を含む）で、選挙人名簿登録基準日（平成30年７月
２日）現在、引き続き添田町に住民登録している人
※投票所入場券が送付されても、投票する前に町
外へ転出した人は投票できません。

問 添田町選挙管理員会事務局
 　（☎ 82-1231 ／役場総務課総務係内）

選挙期日

告示日

〜
子
供
た
ち
に
お
い
し
い
給
食
を
〜

給
食
調
理
員
を
募
集
し
ま
す

Information

　問 役場総務課総務係（☎82-1231）
　　 保健福祉環境課福祉係・障がい者係（☎82-1232)

寄附者の皆さまへ感謝申し上げます

　平成29年７月５日の豪雨災害に際しまして、

全国の皆さまから義援金・支援金・寄附金な

ど心温まるご支援、ご厚情を賜り、心から感

謝申し上げます。貴重なご厚志は、趣旨にそ

って適切かつ有効に活用させていただきます。

　本来であれば、皆さまお一人おひとりにお

礼を申し上げるべきところでございますが、

広報そえだ並びに添田町ホームページ上での

お礼をもって代えさせていただきます。

　ご協力いただきました皆さまに心から厚く

お礼申し上げます。今後とも町の復旧・復興に

向けて、引き続きご支援をお願い申し上げます。

◉義援金・支援金の受け付けは終了しました
　添田町災害義援金・支援金およびふるさと
納税による災害寄附金の受け付けは、平成29
年12月29日をもって終了しました。

●添田町災害義援金 29,290,686円（318件）
　添田町内で被害を受けられた方に対し、生
活支援や再建のために、被害の程度に応じて、
被災者へ直接お届けしています。

●添田町災害支援金 44,332,450円（175件）
　支援金（寄付金）は、河川や道路、橋りょ
うの改修など、添田町が行う災害復旧・復興
事業の財源として活用させていただきます。

●ふるさと寄附金 12,897,703円（1,006件）
　返礼品のない、ふるさと納税による寄附金
で、支援金と同じように添田町が行う災害復
旧・復興事業の財源として活用させていただ
きます。

　なお、ご支援いただいた義援金・支援金・

寄附金の使途については、ホームページに随

時掲載いたします。皆さまのご支援を励みに、

1日も早い復旧・復興に向けて、取り組んで

まいりますので、今後とも変わらぬご支援を

よろしくお願い申し上げます。

九州北部豪雨義援金・支援金・寄附金

温かいご支援
ありがとうございました



　

防
災
と
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
、

熊
本
・
朝
倉
の
事
例
か
ら
考
え
る
フ

ォ
ー
ラ
ム
で
す
。

▼
と
き　

３
月
11
日
日　

13
時
30
分

　

〜
16
時

▼
と
こ
ろ　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
春

　

日
市
）

問 

福
岡
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　

 

（
☎
092
―
584
―
３
７
３
９
）

　

添
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

●人　口　10,185 人（ー14人）

●男　性　  4,795 人（ー９人）

●女　性　  5,390 人（－５人）

●世帯数　  4,795世帯（－３世帯）

●出生　４ 人

●死亡　17 人

●転入　16 人

●転出　17 人

人の動き 12 月末日現在（　）は前月比

相談
●心配ごと相談（そえだジョイ／10時～15時）
　２月20日火、３月６日火
●補聴器相談（役場ロビー）
　２月９日金（15時～）、14日水（13時～）
●無料法律相談（オークホール／13時～16時）
　２月16日金
※２か月に１回の巡回無料相談会です。前日午前
中までに役場保健福祉環境課で予約してください。
問 役場保健福祉環境課（☎82-1232）
●無料法律相談会
　（福岡法務局田川支局／13時～16時）
　２月13日火、３月13日火、
※利用条件あり。詳しくは問い合わせください。
問 法テラス福岡（☎050-3383-5502）
●こころの健康相談（田川保健福祉事務所／予約制）
　２月13日火（10時～）、22日木（14時～）
問 田川保健福祉事務所健康増進課（☎42-9307）
●女性の健康相談・不妊相談（福岡県嘉穂・鞍　
手保健福祉環境事務所／要予約）
　２月７日水、３月７日水（13時30分～16時30分）
問 福岡県嘉穂・鞍手保健福祉環境事務所健康増
　 進課健康増進係（☎ 0948-29-0277）

　12 月の事故発生状況  （　）内は昨年同月比

　12 月の事件発生状況   （　）内は昨年同月比
発生件数種　類

  自動車盗
  性犯罪

  空き巣・忍び込みなど

０（±０）
０（±０）
０（±０）
１（＋１）

今年の累計
１（＋１）
０（±０）
１（±０）
３（－５）

発生件数種　類
  事故発生（物件＋人身）
  死亡者
  負傷者

12（ー２）
０（±０）
０（ー８）

今年の累計
166（ー５）
０（±０）
36（－30）

  車上ねらい

納期限のお知らせ
●２月28日水が納期限です
　▷国民健康保険税（８期）
　▷後期高齢者医療保険料（８期）
問 役場住民課税務・滞納対策係（☎82-1234）

※
予
約
不
要
、
相
談
無
料
。
秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
相

談
し
て
く
だ
さ
い

問 

福
岡
県
筑
豊
労
働
者
支
援
事
務
所

　
（
☎
０
９
４
８
―
22
―
１
１
４
９
）

　

平
成
30
年
１
月
１
日
か
ら
、
企
業

が
労
働
者
の
募
集
を
行
う
と
き
の
労

働
条
件
明
示
な
ど
の
ル
ー
ル
が
改
正

さ
れ
ま
す
。

▼
変
更
点　

①
求
職
者
に
明
示
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
労
働
条
件
の
事
項

が
追
加
さ
れ
ま
し
た　

②
面
接
な
ど

に
よ
り
、
労
働
条
件
を
変
更
し
た
場

合
、
企
業
は
速
や
か
に
求
職
者
に
変

更
し
た
労
働
条
件
を
明
示
す
る
こ
と

が
必
要
と
な
り
ま
し
た

※
詳
し
く
は
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム

▼
と
こ
ろ　

添
田
町
役
場

▼
募
集
団
地　

添
田
町
町
営
住
宅
５

　

戸
程
度

▼
申
込
期
限　

２
月
19

　

日
月
17
時
15
分
ま
で

問 

役
場
住
環
境
整
備
課
建
築
管
理
係

　

 

（
☎
82
―
１
２
３
５
）

　

町
で
は
、
意
欲

あ
る
担
い
手
を
育

成
し
、
農
業
生
産
の
合

理
化
・
効
率
化
な
ど
で

生
産
コ
ス
ト
の
低
減
を
図

る
た
め
、
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進

事
業
で
農
地
の
貸
し
借
り
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

▼
出
し
手
の
メ
リ
ッ
ト

▽
貸
し
た
農
地
は
期
限
が
来
れ
ば
、　

　

離
作
料
を
支
払
う
こ
と
な
く
必
ず

　

返
っ
て
き
ま
す

▼
受
け
手
の
メ
リ
ッ
ト

▽
経
営
規
模
の
拡
大
が
図
れ
ま
す

▽
貸
借
期
間
中
は
安
心
し
て
耕
作
で

　

き
ま
す
。
ま
た
、
再
設
定
で
継
続

　

し
て
借
り
ら
れ
ま
す

▼
受
付
期
間  

２
月
１
日
木
〜
28
日
水

問 

役
場
地
域
産
業
推
進
課
農
政
係　

　

 

（
☎
82
―
１
２
３
７
）

▼
と
き　

２
月
21
日
水
・
22
日
木

　

９
時
〜
20
時

▼
と
こ
ろ　

福
岡
県
筑
豊
労
働
者
支

　

援
事
務
所（
飯
塚
市
）

▼
対
象
者　

労
働
者
ま
た
は
事
業
主

▼
相
談
方
法　

面
談
ま
た
は
電
話

　

す
る
里
山
保
全
を
目
指
し
て
〜
」

▼
定
員　

50
人（
先
着
順
）／
参
加
無
料

▼
申
込
期
限　

３
月
９
日
金

▼
申
込
方
法　

住
所
、氏
名
、連
絡
先
、

　

所
属
団
体
、
展
示

　

パ
ネ
ル
・
チ
ラ
シ

　

の
有
無
を
明
記
し
、

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
電

　

話
で
申
し
込
ん
で

　

く
だ
さ
い

問 

福
岡
県
嘉
穂
・
鞍
手
保
健
福
祉
環

　

 

境
事
務
所

　

 

（
☎
０
９
４
８
―
21
―
４
９
７
５
）

　

も
の
づ
く
り
の
実
践
的
教
育
訓
練

や
研
究
開
発
な
ど
日
ご
ろ
の
取
り
組

み
の
成
果
を
皆
さ
ん
に
公
開
し
、
当

大
学
校
の
役
割
を
理
解
し
て
も
ら
う

身
体
障
が
い
者
（
１
級
・
２
級
）・
75

歳
以
上
の
1
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
ふ

れ
あ
い
バ
ス
ハ
イ
ク
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
該
当
者
に
は
個
別
に
案
内
を

発
送
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き　

２
月
22
日
木
、
23
日
金

　

９
時
45
分
〜
16
時

▼
行
先　

飯
塚
セ
ン
ト
ラ
ル
劇
場

問 

添
田
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

 

（
☎
82
―
２
６
０
０
）

　

今
川
流
域
の
４
市

町
村
で
結
成
さ
れ
た

今
川
流
域
市
町
村
連

絡
協
議
会
で
は
、
水

環
境
へ
の
意
識
啓
発

と
情
報
共
有
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
ポ
リ
テ
ッ
ク
ビ
ジ

ョ
ン
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

２
月
23
日
金
、
24
日
土

▼
と
こ
ろ　

九
州
職
業
能
力
開
発
大

　

学
校
（
北
九
州
市
）

▼
内
容　

記
念
講
演
「
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
ウ

　

ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
の
歴
史
と
機
能
の

　

紹
介
」、
研
究
発
表
会
、
ロ
ボ
ッ
ト

　

競
技
会
、
機
械
加
工
技
術
コ
ン
テ

　

ス
ト
、
製
作
品
展
示

問 

九
州
職
業
能
力
開
発
大
学
校

　

 

（
☎
093
―
963
―
８
３
５
３
）

▼
と
き　

3
月
12
日
月

広報そえだ（平成 30年２月号）　14

くらしに役立つ情報満載

た
め
、
環
境
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

▼
と
き　

２
月
10
日
土　

14
時
（
受

　

付
13
時
30
分
〜
）

▼
と
こ
ろ　

オ
ー
ク
ホ
ー
ル

▼
講
演
団
体　

ふ
く
お
か
の
川
と
水

　

の
会

▼
演
題　

主
題
「
ふ
く
お
か
の
川
と

　

水
の
会
の
活
動
に
つ
い
て
」

　

副
題
「
長
峡
川
・
今
川
・
祓
川
流

　

域
風
土
資
産
マ
ッ
プ
」

問 

役
場
保
健
福
祉
環
境
課
環
境
保
全

　

 

係
（
☎
82
―
１
２
３
２
）

▼
と
き　

３
月
18
日
日　

13
時
30
分

　

〜
16
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

直
方
市
中
央
公
民
館

▼
テ
ー
マ　
「
生
き
も
の
に
ぎ
わ
う
里

　

山
づ
く
り
〜
人
と
地
域
を
元
気
に

◉とき　３月11日日　９時（受付８時45分～）
◉ところ　町体育館／参加無料
◉コース　上級者・中級者・初級者
◉競技方法　性別なしのダブルス
◉参加資格　町内在住・在職者や町内体育施設で活動をしている人
◉申込期限　３月５日月（社会教育課に申込用紙を提出してください）

問 教育委員会社会教育課生涯教育係（☎ 82-2559）

お
知
ら
せ

15　広報そえだ（平成 30年２月号）

2018油木ダム
桜ウォーキング大会

集　合▷津野小学校グラウンド
受　付▷８時30分～９時30分
定　員▷先着500人
コース▷６キロ、15キロ
参加費▷大人 2,000円、
　　　　中学生以下1,000円
※記念品・昼食代・保険代を含む。
※参加費は返金できませんのでご了承く
ださい。また、別途振込料金がかかります。

※小学生以下は保護者が同伴してください。

申込期限▷２月28日水必着
　大会リーフレットに添付している郵便
振替払込取扱票に必要事項を記入し、参
加費を添えて郵便局で申し込んでくださ
い。５人以上の団体は、代表者名を記入
し、人数分の参加費を添えて申し込み、
他参加者の氏名・住所などは郵送かFAX
で役場まちづくり課まで連絡ください。

■ 地元物産を販売します
　ウォーキング大
会に参加しない人
にも楽しんでもら
えるよう、今年も
地元物産販売などを行います。

◉問い合わせ・連絡先
〒 824-0691
  福岡県田川郡添田町大字添田 2151
  添田町役場まちづくり課施策推進係
 （☎ 82-1236 ／ FAX 82-2869）

と　き▶４月８日日
　　 　 開会式  ９時30時～

イ
ベ
ン
ト

農
地
の
貸
し
借
り
を
推
進

利
用
権
設
定
に
つ
い
て

地元物産販売や、参加者対象の抽選会あり
町民バドミントン大会第30回

身
体
障
が
い
者
・
一
人
暮
ら
し
高

齢
者「
ふ
れ
あ
い
バ
ス
ハ
イ
ク
」

職
業
安
定
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

環
境
講
演
会

「
ふ
く
お
か
の
川
と
水
の
会
」

参加者
募集 雨天

決行

防
災
と
男
女
共
同
参
画
を
考
え
る

み
ら
い
ね
っ
と
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
解
雇
・
雇
止
め
」集
中
相
談
会

環
境
セ
ミ
ナ
ー
＆
交
流
会

町
営
住
宅
入
居
者
抽
選
会

Information

ポ
リ
テ
ッ
ク
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
１
８

ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

福
岡
労
働
局
職
業
安
定
部

　
 

（
☎
092
―
434
―
９
７
１
１
）

○
添
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

▼
香
典
返
し　

▽
松
養
榮
貞
（
英
彦

　

山
）
▽
（
故
）
祓
川
ミ
ヤ
子（
上
落

　

合
一
）
▽
神
﨑
聡（
添
田
東
）
▽
髙

　

瀬
美
香（
峰
地
）
▽
三
苫
敏
男
（
町

　

四
）▽
大
塚
千
里
葉（
伊
原
）▽（
故
）

　

古
賀
四
男
美
（
庄
東
）

▼
一
般
寄
付　

▽
柳
田
博
（
桝
田
）

○
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
そ
え
だ
へ

▼
慰
問　

▽
赤
間
徳
夫
（
岩
瀬
）
▽

　

伊
藤
麗
子
（
添
田
中
）
▽
高
橋
浩

　

月（
町
四
）▽
坂
本
泰
子（
峰
地
）

　
　
　

 

（
平
成
30
年
１
月
14
日
現
在
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　

 

（
敬
称
略
）

町営
住宅



平
成
28
年
２
月
号

2016

そ
え
だ

広報

２
2018

平
成
30
年
２
月
号

◇
印
刷
／
丸
五
印
刷
株
式
会
社

※
広
報
そ
え
だ
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

◉防災無線放送内容確認サービス（☎ 88-8555）火災については、☎ 42-0119におかけください。

◇
発
行
／
添
田
町
　
◇
編
集
／
総
務
課

〒
824-0691　

福
岡
県
田
川
郡
添
田
町
大
字
添
田
2151

番
地
　
　

☎
0947- 82-1231　

FA
X
0947-82-2869

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
http://w

w
w
.tow
n.soeda.fukuoka.jp

２
月
（
如
月
）
に
な
り
ま
し
た
。
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
今
年
で

す
が
、
こ
ん
な
話
を
聞
き
ま
し
た
。
▼
「
あ
と
の
祭
り
」
と
い

う
言
葉
で
す
。
こ
れ
は
京
都
八
坂
神
社
の
祇
園
祭
に
関
わ
る

言
葉
で
す
。
祇
園
祭
は
、
７
月
１
日
か
ら
約
一
か
月
間
行
わ
れ

ま
す
が
、
山
鉾
と
呼
ば
れ
る
豪
華
な
山
車
が
た
く
さ
ん
繰
り
出
さ
れ
る
17
日
の
山
鉾

巡
幸
を
「
前
の
祭
り
」
と
言
い
、
山
車
を
返
す
還
車
の
行
事
を
「
後
の
祭
り
」
と
言

う
そ
う
で
す
。
こ
の
事
か
ら
、「
あ
と
の
祭
り
」
と
い
う
格
言
が
で
き
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
後
の
祭
り
は
、
山
鉾
も
出
ず
、
見
物
に
行
っ
て
も
あ
ま
り
、
賑
や
か
さ
が

な
い
こ
と
か
ら
、
手
遅
れ
の
意
味
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
町
政
運
営
に
お
い
て

も
、
あ
と
の
祭
り
に
な
ら
な
い
よ
う
に
十
分
に
考
え
、
対
応
し
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。
▼
昨
年
か
ら
、
Ｊ
Ｒ
日
田
彦
山
線
の
復
旧
の
こ
と
を
書
い
て
い
ま
す
が
、
こ
の

鉄
道
は
添
田
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
非
常
に
大
事
な
路
線
で
あ
り
、
守
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
早
期
復
旧
が
必
要
で
あ
り
、
我
々
が
こ
こ
で

あ
き
ら
め
て
は
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
▼
当
事
者
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
九
州
の
青
柳
社

長
は
、
い
ま
だ
復
旧
の
方
針
を
示
し
て
い
ま
せ
ん
。
鉄
道
は
公
共
的
役
割
が
あ
り
ま

す
。
民
間
企
業
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
効
率
性
優
先
、
住
民
の
こ
と
、
事
業
の
公

共
性
を
ど
う
考
え
る
の
か
が
、
今
、
問
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。
▼
Ｊ
Ｒ

日
田
彦
山
線
の
復
旧
に
つ
い
て
は
、
小
川
洋
知
事
と
し
っ
か
り
連
携
し
て
対
応
し
て
い

ま
す
。
知
事
は
、
①
Ｊ
Ｒ
日
田
彦
山
線
の
復
旧
は
、
交
通
事
業
と
い
う
公
益
性
を
有

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
運
行
の
当
事
者
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
九
州
が
第
一
義
的
に
復
旧
を
行
う

も
の
で
あ
り
、
ま
ず
は
、
自
社
努
力
に
よ
る
復
旧
方
針
を
示
す
べ
き
で
あ
る
。
②
Ｊ

Ｒ
九
州
に
対
し
て
、
早
期
復
旧
に
む
け
た
具
体
的
方
針
を
早
急
に
示
し
、
公
共
機
関

と
し
て
の
使
命
感
を
持
っ
て
、
主
体
的
に
復
旧
に
取
り
組
む
よ
う
に
と
、
強
く
働
き

か
け
て
い
ま
す
。
▼
さ
ら
に
具
体
的
に
、
Ｊ
Ｒ
九
州
の
負
担
す
る
額
が
70
億
円
か
か

る
の
か
精
査
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
九
州
は
彦
山
川
に
架
か
る
ふ
た

つ
の
鉄
橋
も
、
す
べ
て
新
規
に
架
け
替
え
る
と
し
、
数
十
億
円
を
見
積
も
っ
て
い
る
よ

う
で
す
が
、
し
っ
か
り
し
た
補
修
で
持
た
な
い
の
か
、
素
人
目
な
が
ら
十
分
持
つ
の
で

は
と
思
っ
て
い
ま
す
。
間
近
に
見
て
い
る
住
民
の
皆
さ
ん
も
補
修
で
十
分
、
対
応
で
き

る
と
考
え
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
点
の
技
術
的
精
査
も
ぜ
ひ
、
行
っ

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
▼
こ
れ
ら
の
こ
と
を
行
え
ば
、
軽
々
に
は
言
え
ま
せ
ん

が
、
Ｊ
Ｒ
九
州
の
負
担
額
は
少
な
く
な
り
ま
す
。
そ
う
な
っ
て
も
、
Ｊ
Ｒ
九
州
で
は
負

担
は
難
し
い
と
な
る
の
か
で
す
。
知
事
や
我
々
、
住
民
が
認
知
し
て
い
る
、
Ｊ
Ｒ
九
州

の
交
通
事
業
と
い
う
公
益
性
か
ら
半
分
以
上
の
税
金
を
投
入
し
て
復
旧
と
な
り
ま
す
。

▼
選
択
を
誤
り
、
あ
の
時
こ
う
し
て
お
け
ば
と
い
う
よ
う
な「
あ
と
の
祭
り
」に
な
ら
な

い
よ
う
、
願
う
ば
か
り
で
す
。
私
自
身
も
皆
さ
ん
と
共
に
し
っ
か
り
考
え
、
対
応
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　町内の自然やイベントをテーマにした添田町フォトコンテ
ストの審査が行われました。22回目となった今回は、風景部
門で特選１点・秀作５点・入選９点、イベント部門で特選１
点・秀作５点・入選５点、またスマホ部門で入選１点の入賞
作品が決定しましたので、ご紹介します。

◉風景部門【秀作／５点】▶熊﨑芳彦（川崎町）▶
黒水律子（北九州市）▶吉山彰彦（田川市）▶牟田
元弘（北九州市）▶千田一弘（添田町）【入選／９点】
▶鎌田貞美（北九州市）▶白石淳二（田川市）▶上
原重春（糸田町）▶山本一義（添田町）▶前谷愼治
（福智町）▶野北泰司（添田町）▶三浦誠（北九州市）
▶近藤博美（北九州市）▶田代直彦（直方市）
◉イベント部門【秀作／５点】▶葉石美和子（北九
州市）▶松尾厚志（北九州市）▶田中栄子（北九州
市）▶石村國男（宗像市）▶高瀬重信（大野城市）【入
選／５点】▶渡邉毅（北九州市）▶生田守（北九州市）
▶木村正憲（築上町）▶白川勉（みやこ町）▶木下
武（川崎町）
◉スマホ部門【入選／１点】▶西丸正美（香春町）
／順不同・敬称略
※入賞作品は、英彦山スロープカー花駅内のオープ
ンギャラリーで展示しています。町ホームページに
も掲載していますので、ぜひご覧ください。
問 役場まちづくり課観光係（☎ 82-1236）

ま巡ういなもま鉄なあ長す共日ま

風景部門特選

夜の英彦山　
撮影地・英彦山

中岳（南岳より
）

八丁　学さん（行
橋市）

美しい自然と歴史あふれる町「添田の魅力」再発見

ひと休み　撮影地・貴船神社（野田神幸祭）入江千鶴子さん（北九州市）
船神社（野

イベント部門特選

第22回 添田町フォトコンテスト
入賞作品決定

22TH SOEDA TOWN PHOTO CONTEST PRIZE WORKS


	1p
	2-3ｐ
	4-5ｐ
	6-7ｐ
	8-9ｐ
	10-11ｐ
	12-13ｐ
	14-15ｐ
	16p

